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「自転車でゆく上高地（５） 帝国ホテル周辺」 

お茶の水女子大学附属小学校 田中 千尋 

 

 

 大正池を過ぎると、起伏の少ない森林の中を進む、

気持ちの良い道となる。まだ残雪が多く目につき、そ

の残雪の上で、ニホンザルの群れが遊んでいた。 

 

 今回は５連休の初日だったので、私は多くの観光客

でごった返している様子を想像していた。道もバスと

タクシーで、渋滞しているのではないかと、恐れてい

た。しかし予想はまったくハズレ。午後３時を過ぎて

いたこともあって、道はガラガラ。時々松本へ下るバ

スとすれ違うだけである。ほとんど「自転車専用道路」

状態で、実に快適に走ることができた。 

そんな、おおらかなサイクリングをしばらくすると、

左側に赤い屋根の大きな建物が見えてくる。「上高地

帝国ホテル」だ。全国に３か所しかない、伝統ある帝

国ホテルの一つが上高地にあるのだ。 

 

「上高地帝国ホテル」（水彩） C.Tanaka 

 帝国ホテルの宿泊客

といえども、自家用車

で来ることはできない。

従って、ここには駐車

場がない。自転車は正

面玄関に停めさせても

らって、売店で買い物。

普段両親になにも孝行

してないので、全部、

宅急便で八王子に送っ

た。きっと喜んでくれ

るだろう。 

 

 

「県道から見た霞沢岳」 沢には残雪が見える。 

  

 帝国ホテルをあ

とにして、５分も

走ると、終点の上

高地バスターミナ

ルだ。専用の駐輪

場がある。驚いた

ことに、自転車が

５台も停まってい

た。世の中「変わ

り者」が多い。あ、

私もか・・・ 


